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環境テクノサービス株式会社に対する抗議行動の結果報告とお礼
日頃の取り組みに敬意を表します。
　さて、2010道本部組織労働局発第260号（3月12日）で要請をいたしました「環境テクノサービス株式会社に対する抗議FAX行動」について、千葉県本部より結果の報告とお礼の文書が届きましたので、下記のとおりお知らせいたします。 
　北海道本部としては、全道の地本・単組・総支部から71通の取り組みがありました。ご協力ありがとうございました。

記
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自治労ちば公共サービスユニオン流山市リサイクル館支部の闘争支援のお礼

　自治労運動発展のための日頃のご活躍にこころから敬意を表します
自治労千葉県本部に加盟する、自治労ちば公共サービスユニオン流山市リサイクル館支部の闘いに対する、自治労本部をはじめとした全国の仲間からの暖かいご支援に心より感謝申し上げます。
さて、自治労ちば公共サービスユニオン流山市リサイクル館支部と環境テクノサービス株式会社は、2010年3月23日、流山市総務部長の立ち会いのもと、榎本支部長に関する、賃金減額と配置転換について「賃金減額は撤回、配置転換は半年後に現在の業務に復帰」することで合意に達しました。不満は残りますが、覚書を交わし、闘争の収拾をはかりました。
全国の自治労の仲間の皆さんから寄せられた、ちば公共サービスユニオン流山市リサイクル館支部に対するご支援とご協力に組合員一同心より感謝申し上げます。
今回の闘争は、榎本支部長に対して、3万円の賃金減額と配置転換を提示するという、会社の極めて露骨な組合役員排除と組合つぶしを狙った攻撃が発端でありました。
このため自治労ちば公共サービスユニオンは闘争委員会を設置し、県本部および流山市職員組合、流山市職員組合現業評議会へ協力を要請し、全面的な支援を受けながら流山市当局に対して、雇用確保の要請を基本として組織内議員の協力のもと、副市長との面談を実施して局面の打開を図ってきました。
また、組織行動として早朝宣伝行動や職場集会を実施し、さらには県本部加盟単組への抗議打電行動の要請、自治労本部を通じての全県本部・単組への抗議打電行動の要請など、闘争戦術の強化を背景に、3月15日には会社に対して流山市が行政指導を行い、3月18日の団体交渉で決着をめざしました。その結果、3月23日に上記の内容で、妥結することとなりました。
会社が歩み寄りを見せたのは、この間の全国の仲間の抗議打電をはじめとした支援や千葉県地方労働委員会への不当労働行為の申請、不法行為を断じて許さないという支部組合員の団結力によるものでした。
2010年度の雇用契約については確定しましたが、2010年度末には雇用問題が再燃するおそれがあります。
流山市のリサイクル事業のように、市が労働者の雇用安定のために、委託契約期間を3年間としても、会社が労働者と単年度の雇用契約しか結ばないのであれば実質的な雇用安定にはつながりません。働く労働者の雇用が確保され、公正で安定した契約制度を確立するために自治労が推進している公契約条例の制定を切実な問題として取り組みたいと思います。
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